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エストの鉱水が高い濃度を示す。 

・SO4 は廃さい堆積場内、堆積場の北西方向、アージャの鉱水、ラサイル・ウエストの鉱水

およびマガン周辺が高い濃度を示す。 

・Cl は廃さい堆積場内、堆積場の北西方向、ワジ・スーク川に沿って下流側まで高い濃度

を示す。 

 

7.3.3 水質の相関 

 

 各モニタリング地点の水質（平均値）の相関を表 7.3(1)～(2)および図 7.4 に示し、各水質間

の特徴を以下に述べる。 

・季節的変化はほとんどない。 

・水質から６グループ（W-1～W-6）に区分される。 

・グループ W-１は、廃さい堆積場からその下流部 MW-12 孔までであり、堆積場からの浸透水の

影響を直接受けている。 

・グループ W-2 は廃さい堆積場の北部の支流であり、堆積場からの浸透水の影響を強く受けて

いる。支流の河川水による希釈を受けていると推定される。 

・グループ W-3 は、ワジ・スーク川の上流部～中流部およびワジ・バニ・ウマール・アル・ガ

ルビ川の上流部からベイダ部落までの範囲である。堆積場からの浸透水の影響を受けている。 

・グループ W-4 は、ワジ・スーク川の中流部に位置し、比較的 Cl の高い地下水であり、グルー

プ W-3 と W-5 の中間的水質である。 

・グループ W-5 は、ワジ・スーク川の中流部～下流部に位置し、ワジ・スーク川の河川水を示

していると考えられる。 

・グループ W-6 は、ワジ・アル・ジジ川の水質であり、ワジ・スーク川の下流側にも相関を有

している。ワジ・アル・ジジ川の河川水の影響も推定される。 

・ボーリング調査におけるグループ区分と極めてよく一致している。 

グループ G-1＝ グループ W-1、W-3 

グループ G-2＝ グループ W-5、W-4 

グループ G-3＝ グループ W-6 

 

7.3.4 水質汚染範囲 

廃さい堆積場を汚染源として、ワジ・スーク川の下流側および北西部のワジ・バニ・ウマール・

アル・ガルビ川の上流部に塩分および重金属類が拡散しており、汚染範囲はボーリング調査にお

ける汚染範囲の結果とほぼ一致している。 
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7.4 ワジ・スーク川における地下水のモデリング 

 

本調査の一環として、ワジ・スーク川の地下水汚染対策の長期的な効果を評価するために地下

水および汚染物質輸送のモデリングを行った。  

地下水および汚染物質輸送のモデリングでは、いくつかの定量的な情報・データが必要である。

必要な情報・データとしては地質、地形、現況の地下水水位および地下水水質があるが、これら

の情報・データは本調査および既存調査結果に基づいた。 

ワジ・スーク川の地下水モデリングにはコンピュータ・プログラム MODFLOW (McDonald, M.G., 

& A. W. Harbaugh, 1988, A modular three-dimensional finite-difference ground-water flow 

model, Techniques of Water Resources Investigations 06-A1, United States Geological Survey)

を用いて行った。汚染物質のモデリングには、コンピュータ・プログラムMT3DMS  (Zheng, C., Wang, 

P., 1998, “MT3DMS: A Modular Three-Dimensional Multispecies Transport Model for Simulation 

of Advection, Dispersion and Chemical Reactions of Contaminants in Groundwater Systems, 

University of Alabama)を用いて行った。これらのプログラムはユタ州のプローブ にあるブリハ

ム・ヤング大学で Environental Modeling Research Laboratory (EMRL)が作成され、United States 

Department of Defense Groundwater Modeling System GMS Ver.3.0 として市販されている。 

モデル対象域は図 7.5 に示すように廃さい堆積場からオマーン湾に至るワジ・スーク川全体お

よびその支流を領域としている。地下水位は最近のワジ・スーク川における測定結果（2000 年 12

月）を採用した。地下水位の初期条件を図 7.6 に示す。 

 

7.4.1  浄化対策案 

 

ワジ・スーク川の地下水汚染の浄化対策案は本報告書の他の項で述べられている。これらの対

策の要約を表 7.4 に示す。 

 

7.4.2  モデル条件 

 

(1)  Trenches -1 および Trenches -2 のモデリング 

 

トレンチ -1 および トレンチ -2 には地下の一定深度に排水領域を設けた。トレンチ-1 につい

ては地下 1.0m から 4.0m の標高 224m に排水領域を設定した。 
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